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 要  旨 
携帯電話システムでは複数の周波数帯域を使用している．このため端末は複数の帯域にアクセ
スできる必要がある．現在の端末では使用する周波数毎に個別に無線回路を設け，それらを切替
えることで対応しているが，次世代のシステムでは更に複数の周波数帯域の追加が想定されてい
る．また端末のグローバルな展開を考えた場合に，より広い周波数帯域をカバーする必要がある．
そのためひとつの無線機が複数の周波数帯域を適応的に切替えることができるリコンフィギャラ
ブル無線回路の実現が期待されている．しかしこの実現には，多数の周波数に切替え可能な RF
素子が必要である．そこで，できるだけ簡易な構成で多数の周波数に対応できる回路として，タ
ップ結合型伝送線路共振器を基本とし，共振器を構成する伝送線路の中間に 2個の RFスイッチ
を設けた構成による 2ビット可変周波数共振器が検討されている． 
 従来研究で小型化に有利なλ/4 共振モードによる 2 ビット可変周波数共振器及びこれを縦続接
続した段間容量結合型 2ビット可変 2段バンドパスフィルタ（BPF）について高誘電率プリント
基板を用いた回路試作を行い，その実現性を検証してきた．しかし，この可変周波数 BFFは帯域
幅の偏差が大きく送受信機の仕様を満たせず，実装が困難であった．そこで，本研究では段間結
合を調整することで周波数による 3dB帯域幅の変化の抑制法について検討する． 
 段間結合に電磁界結合を使用し，伝送線路長の切替により結合度を調整し，帯域幅の変化を抑
制する検討を行った．並列に配置した伝送線路の線路長を切替え，段間結合度を制御する平行結
合型 2 ビット可変周波数 BPF と共振器間隔を調整し，段間結合度を制御する斜め結合型 2 ビッ
ト可変周波数 BPFを提案した．電磁界シミュレーションによる設計をし，試作・測定・評価を行
った．測定結果より平行結合型は 3dB帯域幅の最大偏差は 32 MHzで段間容量結合型の 30 %に
低減した．また，斜め結合型は 3dB帯域幅の最大偏差は 38 MHzで段間容量結合型の 36 %に低
減した．試作により，段間結合の制御による 3dB帯域幅の変化を抑制できることを確認した． 
 
 
